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A Study of Rebranding in Regional Revitalization Promotion Project 
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洞爺湖観光の歴史は、明治 43 年（1910 年）の噴火により、西丸山北麓の湖水
で温泉の湧水が発見され洞爺湖温泉が誕生したといわれる。大正 6 年（1917 年）
に温泉宿が開業し、洞爺湖に温泉観光が興ったとされる。20 
洞爺湖観光状況 2015 年政策投資銀行による観光ランキング（北海道内分）に
おいて洞爺湖町は、11 位に入り 26361000 人を来訪させている。21（日帰り
20624000、宿泊 5737000）    
これは、有名観光地である富良野町、ニセコ町を超えるものである。北海道庁
による外国人ビッグデータ活用型動態・嗜好分析調査 2016 によれば、中国 10 位・
台湾 9 位からの来訪者による SNS 投稿が多く、タイ 10 位にもみられる。この調
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査の嗜好分析では、洞爺湖と具体的な固有名詞が発信されるなどインパクトがあ
った様子を受け取れる。洞爺湖というキーワード直接では、韓国 13 位、中国 8
位、台湾 10 位、香港 15 位、アメリカ 6 位と具体的に洞爺湖が認知されている。
見物としての観光地発信ランキングでは、発信件数 11 位であるがポジティブ率






ことから、中期的にも一定の来訪者を獲得している。表 1 は、洞爺湖町による 2004
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爺湖町に隣接している。20 世紀に 4 回噴火した昭和新山と共生し、2009 年洞爺
湖、昭和新山が含まれる有珠山一帯の意リアが世界ジオパークに登録されるなど
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昭和新山と共生する。20 世紀に 4 回噴火したことから危険な地域と認識され
ることもあり、2000 年の噴火の際には観光のための来訪者は減少した。また、
洞爺湖畔の温泉街は、洞爺湖町に属し、壮瞥町側には宿泊施設は少ない。この
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ら聞き取りを行った結果の共通点と相違点が以下の表 4 である。 









































































































事業は、洞爺湖マンガ・アニメフェスティバル 10 年間で前回約 70000 人の参加





























































































5 前掲小林（2016 ｐ18） 








14 内閣府経済財政白書 第 2 章 
https://www5.cao.go.jp/j-j/cr/cr17/chr17_02-02.html 2017 
15 若林 （2019 P10-11） 
16 若林 （2019 P40） 
17 若林 （2019 P45-46） 
18 若林 （2019 Ｐ58） 
19 洞爺湖町ホームページ  
http://www.town.toyako.hokkaido.jp/town_administration/overview/ 
20 洞爺湖温泉協会ホームページ https://www.laketoya.com/ 
21 日本政策投資銀行 北海道支店経済ミニレポート No21 「北海道・市町村
「観光力」ランキング」 2015 
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